
連 も夜いからよいものの.これvc比叡できをい大きをマイナスであったO葬巌,初七日,四十九B,

納骨ころまでは忙 しさに紛れていたが,最近に在って遺品を塵理 した 9,開きたいことが出て来た

9すると, この生死の境が何とも無限に遠いこと,如何とも連Inの仕様が絶対をいこと,をつくづ

くいやという程思い知 らされて, 目頭の熱 く覆っている自分に気付くことが時々ある｡そして｢幽

冥境奇異にする｣とか｢あの世vc待つ｣とかの語がいかVE空虚をものかと腹立たしくさえ在る｡さ

らVC想いを馳せる夜ら,まごまごしていれば人生とは何と早 く,はかをいものかとも反省させられ

る｡ しか し今の私はここでむらむらと｢充実した人生を,今からでも送ろう｣と決心する｡こうし

て当9年のマイナス部分を母とともに善用 して行きたいと願ってやまをい毎 日であるO

文教育学着払新棟の建設のこ と

浅 海 重 夫

文教育学部の新校舎の建築が,昭和45｡46年度の継続工事によ9.47年2月完成の予定で

着工された｡ この新棟の設計原岩を練る建築委員会が学部vc組織されたのは, 4年前o'342年2月

であったO各学科 1名づつの委員の中で,地理学科代表であった私は,数字に弱くない (はずの)I

唯一の委員ということで,各科配分面積の算出や建物設計試案の提示夜どをせかされたために, 4

4年頃から委員長にされ,工事終了までの委員会責任者とをってしまった｡これは私vCとって甚だ

不似合意ことに思われた｡第-,地理を専攻しているからといって,誰もが数字に強いとは限らな

い｡また委員長ともなれば,利益代表として集まった各科委員の主張を,うまくさばいていかなけ

れば怒らをい｡さらに予算をよこす文部省側との折衝があって,これは一そう血例を仕事である｡

しかしその折衝も昨年 (45年 )秋までに終9,工事の着工をみたV,lま.これら0'D難問をどうにか

き9ぬけたことについて,われなが ら不思議

元来数字を扱うことや建物の設計図をいじくることは決して偉功ではをい｡弱くないというよD

嫌いではない｡この点は私にとって幸いであった｡次に学部内の配分に関して公正と協調の精神を

貰いたこと｡委員長として最大の,あるいは唯一の配慮はこの点にあったといってもよい｡私が委

員長であったためVC損をしたと思われかねないUjは地理学科である｡文部省との設計図の協議過程

で.事実そのよう75:場面が何度かあった｡古来鋲揖争いというものは深刻だといわれる.将来-の

禍痕を致さないために,学科間のバランスについて愚書の努力をしたつもDであって,地理が特別
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の利益を碍たことはをいといいきれることに満足している｡

新棟の着工までの経過について筒単離 召介しておく｡ この文教育学部建築の基室は昭和58年に

全学施設計画委員会 (常時設置 )が将来計画案の 1つに入れたものである｡文部省基準によると女

高師時代の建物の広さでは新制大学の必要面積にはるかに及ぼ覆いのであるが,理学部は数年前の

新築でほほ基準を滴たし,家政学部は大学院増築分(既設 )と現在の本飴の大部分を使用すること

によって基準に達し,一般教育関係も2年宇和て完成した新棟と近 く建築予定の大福義棟に,本館の

一部o'3-やを加えて基準面積を消化する｡このように本館菅家政学部と一般教育にあてることに決

った段階で,全く新たに別棟で文教育学部を建てることに在ったわけである｡文部省の基準内だか

ら予算をとること自体は間鮭はないのであるが,以上の大学全体計画が固まるまでに年月を要 した

のと,文教育学部新棟の建設予完根 (南門の前 )に厚生省用地がくいこんでいて厚生省官舎が建っ

ていたため.その代替根との交換折衝に手間どったのが,予算のおりる時期の遅れた原因である｡

文教育学部の建物の広さは,学科数と罰日数をもとにした文部省基準でまず全面積がきまる｡そ

の限度内で部屋わDなどを考えるVC当 り,使用するわれわれの希望と建築上の制約のほかに文部省

側 (管理局教育施設部工営諜 )の意向が加えられて,計画は何度か練9直された｡建築委員会とし

ては,(1対文部省,(2)対大学全体言十画,(3)学部内学科間の調整,(4)対学生自治会,に配慮が必要で

あ9,また各委員はそれぞれ学科内の調盛者としての使命も負った〔

文部省側の意向vE:は大学側の予想に反することが多かった｡建築委員会の試案は学科の面積配分

を文部省の基準にあるとおりの計盛を行､へ またそれ以外によい方法はをいと判断 しているのVC対

し,文部省は基準はあくまでも目安であって,必要性や利用度の観点から部屋わ9膏すべきだとい

い,学科毎に小さ くまとまり,教官個室を細か く配置する大学側の案はあま Dにもセクト主義だと

評するb学生控室の要求をひかえ目にもりこんだ建築委員会試案は,教師と学生の対話の場を作れ

という文部省側の姿勢よ9むしろ後退的とさえみられた｡建物全体のデザインについては文部省工

営課の専門家たちにまかせた形で, 8階建,コアシステム(建物の横断面が正方形に近 く,中心に

階段エレベーター等をおき,その周りVC廊下がひと廻DL,外周に部屋を配する), 2階のフロア

だけ1つの側方に突出したアシンメトリーの設計である｡学生数に応 じて最高階に体育, 7階に地

盟 , 6階以下vc4講座をもつ史学,哲学および語学園係と配置 したのは,主として安全基準による

ものだという｡勧括すれば,セクト主義といわれながら学科配分に公正を現 した委員会の希望はほ

ぼ全面的vcとおD,学生E3･L]係の設備は全体のデザインと共に文部省の意向をとD入れた某に落つい

たと云える｡
0

藤 根埋学科の場合を例示すると,
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15 0m'i ( 1訴座についての面積 )×5+100,ml(実験講座であるための加算面横)×5+

150が (文部省基準による1学科vcついての面積 )×5(学部内の学科数 )×5/52(文部省

設置基準5学科に対 し,学部内では実際上 9学科の扱いをしているので,学科配分の面積を学部

内全言祝室数に按分して各科の割当に加えたもの )i-8201杭 これから共通部分(廊下, トイレ等

の分)として一審に5割(246;･7BJ)引き,さらに共通講義室 (全学部で講義室を6室設け,5

階のフロアVC集めた)分-の供出として100･1がをひいて,474珊Eが地理学科の部屋として使

える割当｡最終決定によると.教官研究室4,実験室5,計測室 1.製図室1,図書室 1,準備

助手室1,演習室1,家生控室 1を設け,計4509が (実験講座から在るI.ul理は,教育 ｡体育に次

いで総画横が大きい方73:ので, 修正のさいに基準よ924が減と怒った )ちなみに現在の地理学

科は,学部内でも広いl'-JB地をもっているといわれるが.講義室を除くと59DmEである｡ (最近

加えた2階の標本室とも)O

紙面の割当をすでに超過しているので詳細に記すことができろ:いのは残念である｡ 今年秋頃には

南門の前に8階建の鉄骨が組上がると思うが,現物をどらんに入れる段階で,また訓明をする機会

をもちたい｡

いま完工後ucついて心配をしてV,ることは,各部屋の配置は果して適切であったか,南面の部屋

は騒音 と風塵qcなやせされるのではかハか,机や書棚は当分現在の もので間に合わすことにな りは

しをいか,学生控室の適切な利用がなされるだろうか,非常の場合の対策は万全か,等々である｡

とかく物事は上首尾VCいってもともとで,失敗があれば責任を負わされることVCなっている｡いせ

もひびいてくるくい打ちの音を聞きなが ら,部厚い現場の設計図を前にして,予想外の ミスをふ く

んでいるか もし九をい新校舎の完成像を頭に描 くO

マ イ ソ ー ル の エ キ ス カ ー シ ョ ン

式 正 英

もう2年 も前のことに在るが,南イン ドの旅の-的を紹介することにしよう｡ マイソールはマイ

ソール州の旧都 で壷王の荘鹿を宮殿があ9,マイソール大学 もある. ｢デカン半島の.地形発達史｣

と｢計量槌理学｣の2つのシンポジウムがこの大学の地理学教室で据催された｡ゆるやかを起伏vc
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